




研究の目的 

小児の健康レベルの向上、健全育成の重要性が改めて問われるようになっているが、その

中で生涯にわたる健康の基本として、乳幼児期からの適正な食生活の意義が取り上げられ

るようになった。小児期からの成人病予防につながる食生活指導、家庭機能としての食生

活の重要性を解析、今後の栄養指導の方向を策定する必要がある。その他、顎の発達と口

腔疾患予防につながる食生活、アレルギー疾患と食生活についても未解明の部分、一般家

庭での知識不足による誤った思い込みもしばしば見受けられるので、これらについても現

在の医学知見を収集して方針を策定する。 


